
 

事前検査とワクチン接種が原則 
 
一般社団法人緊急事態舞台芸術ネットワーク※は7月

22日、「舞台芸術公演における新 

型コロナウイルス感染予防対策ガイドライン(第五版)」

を公開しました。 

舞台芸術公演は、ジャンル・規模などにより現場の形態が大
きく異なるため、最低限の対策を規定するもので、現場によっ
てはガイドライン以上の対策が必要なケースもあるとしています。 
  
※新型コロナウイルス感染症拡大をうけ、舞台芸術業界が危機的
状況から脱却し、安全な状況で再開され再生していくために、互い
に連携し協力し、情報を共有し合うことを目的とし、「舞台芸術に
関わる団体、個人への支援」「舞台芸術に関わる情報の収集と共
有、必要な提言」などを通じて国内の舞台芸術活動の振興を図る
ため、2021年9月緊急的に形成されたネットワーク。 

 
劇場再生のための「過程」 

基本的な考え方として、事前PCR検査とワクチン接種を推
奨していますが、ワクチンは個人の自由意志による選択である
ことや接種できない事情がある方等への配慮も欠かせないとし
つつ、同様に副反応や不安感を理由に、接種希望者に対し
てそれを妨げないよう注意を喚起しています。ワクチンを3回以
上接種した人の感染発生率、重症者数は未接種者に比べ
明らかに低下していることが厚労省の調査で分かっています。 
劇場・ホールで公演を開催する場合は、①各種法令等によ
る高機能空調設備が整備されており、20m2／時・人以上の
換気性能を有すること、②公演中、来場者は一方向を向き
対面での大声による会話等がない、③座席が指定され定員
数も明らかなため時差式の入退場が可能なこと、を原則として
います。 

感染リスクが高い５つの場面 

接触感染、飛沫感染、エアロゾル(マイクロ飛沫)感染の経路
に応じた対策として5つの場面を上げ、個別に慎重な対策を求
めています。 
 

1. 飲酒を伴う懇親会等(飲み会、打ち上げ等) 
2. 大人数や長時間におよぶ飲食(打合せ、密集した飲食等) 
3. マスクなしでの近接距離・大声での会話(場当たり、ゲネ
プロ、本番等) 

4. 狭い空間での共同生活(楽屋、控室、ロビー、食堂、車内、
宿泊施設等) 

5. 居場所の切り替わり(稽古場から劇場入り、劇場移動等) 
 

正しいマスクの着用 

ワクチン接種の有無に関わらず、不織布マスクの着用を推

奨しています。また、着用方法については厚労省の資料に基づ
き、自分の顔に合ったサイズ、着用前の手指消毒徹底、顔に
フィットさせる、鼻だしマスク・あごマスク禁止、取り外し時は耳
掛け部分を持ちマスク表面には触れない、マスクはどこにも接
触させずに廃棄する、等の徹底を規定しています。 
 

舞台端から観客席まで水平距離2m確保 

従来、客席との間に2m以上の距離が確保できない場合は、
「ビニール幕等を設置」すれば距離を置いたのと同等の効果が
あるとされていましたが、解釈の幅が大き過ぎるため十分な対
策とはいえず、クラスターが発生した事例があり、表現を変えて
います。 
いずれにせよ、絵に描いた餅にならぬよう、運用には正しい理
解と、組織内の意思疎通が重要であり、主催者の責任のもと
に判断し、厳格に運用することを求めています。また、組織内
のワクチン接種率が高いほど効果が得られやすいので、接種率
も判断基準の一つとすることを要請しています。 

 
迷ったら相談for大学生 全日本合唱連盟 
 
大学の合唱団が危機に瀕していることは、これ

までも何度か採り上げてきましたが、全日本合

唱連盟が専用の相談窓口を開設しました。 

顧問や指導者が率いる高校までの合唱団と、学生の自主
活動に基づく大学合唱団とではまったく事情が違います。現在
の大学では、コロナ禍で思うような活動ができず、新歓もできな
いため団員が入らない、先輩から受け継がれるべき練習方法
や運営方法も分からないという窮地に追い込まれています。 
全日本合唱連盟ではそのような大学生の悩み相談に乗って
います。相談フォームに書き込むと、回答してくれますので、大
いに活用して疑問を解決し大学合唱団を盛り返して欲しいと
ころです。https://jcanet.or.jp/Public/daigakusei-nayami.htm 

 
例えば、大学1年のある学生の質問では、この4月に入学し
たが合唱団がない、2年前にはサークルがあったらしいが詳しい
ことはわからない、新たに合唱団を作りたいがどうしたらよいか、
との質問に対し、山脇卓也さんは、二つの大学合唱団の黎明
期に立ち会った経験などを紹介し、SNSなどで「✕✕大学で合
唱団を作りたい︕」と発信するなどあらゆる手段で、周りに声掛
けするなどして欲しいとしています。また、事務所(学生生活課
など)に聞けば、OBOGとの接触もできるかもしれないとアドバイ
スしています。 

 
この企画は多くの悩める大学合唱人の役に立つものと期待さ
れます。できれば、いつの相談なのか回答欄に日付を入れて頂
くと、より良いものになると思います。 

https://jcanet.or.jp/Public/daigakusei-nayami.htm

